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 以前の『エリアかくべえ』では『郵政方式』と『その他の計算方式』のいずれも、

使用者が個別に設定入力するようになっていました。これでは計算方法が定

められない不都合がありましたが、多くの使用者の皆様から、実測に良く合う

計算方式を見出して戴きましたので、今回からは『郵政方式』『最新方式』『研

究方式』の３つに分類し、『郵政方式』と『最新方式』は固定型（極１部任意設

定）とし、『研究方式』は自由に設定を変更して研究できるようにしました。この

設定は、諸元設定表で設定が可能です。 

① 『郵政方式』 ： 可能な限り郵政省告示第６４０号に適合するように作られた           

システムです。総通局への申請書類は必ずこの計算方式で提出してください。 

② 『最新方式』 ： 実測値に最も近い計算が可能な計算方式です。今後も一層           

実測値に近い計算方式を開発して、改良を重ねます。 

③ 『研究方式』 ： 様々な計算方式を自由に組み合わせて研究することができ           

ます。 

おことわり 

計算方式の半固定化 

20140401 
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③ インストール・USBに書いてある【キー
コード】を英数･半角･大文字で入力してく
ださい｡ 

④ 可能な限り【全てをHDDにコピーする】
を選んでください。 

⑤ コピーするドライブを指定してください。 

① 事前に、コピーするドライ
ブを決めておいてください。 
 
② USBを挿入してください。 

インストールには、約３０分くらい掛かります。 

インストールのしかた 

【次へ】を押して順次進んでください。 

計算結果は別の媒体に保存しておかれることを、お奨めします。 

パソコンはしばしばダウンします。 

基本機能 No.01-1  インストール 

基本機能 No.01-1 
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『エリアかくべえ』には、厳格なセキュリティーが掛けられています。 

１本のシステムは、１台のマシンにのみ、使用できます。 
インストール･ディスクをコピーしても､使用できません。 

マシンを交換される場合は、旧マシンで、以下のアン・インストール後に、新マシ
ンに再インストールしてください。 

もし、マシンが異常停止して再起動しない場合は、セーフモードでアン・インスト
ールしてください。セーフ・モードでも動かない場合は、ご連絡ください。有償で
すが、新しいインストールUSBに交換できます。 

アン・インストールのしかた 

事前に、 
 

① 格納先を確認してください。 

② 格納先に Prof32 が存在して
いることを確認しください。名
前が違っている場合は Prof32 
に戻してください。 

    【Ctrl】+【C】で格納先の名前を記憶し

て、【Ctrl】+【V】でこの欄に書き写せば
簡単です。 

アン・インストールが完了すると、インス
トールUSBは生き返り、次のマシンにイン
ストールが可能になります。 

基本機能 No.01-2  アン・インストール 

990507 

基本機能 No.01-2 

E:￥Areakaku￥ 
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 インターネットなどか
ら新しいEXEファイルを
取り込んで、Prof32の並
びに、【コピー】⇒【貼
り付け】してください。 

 新しいEXEと古いEXEの
名前が違えば、両者を使
い分けられます。 

 ショートカット・キ
ーを作って画面から起
動できるようにすると
便利です。 

基本機能 No.01-3  新しいＥＸＥプログラムの取込み 

990507 

基本機能 No.01-3 

ProfR32 

ProfR0523 

 

ProfR0523 

ご使用の後の将来に、『エリアかくべえ』の新バージョンをインストールする場合の取り込み要領です。 



7 

基本機能 No.01-4  ２０万分の１地図データーのインストール 

2K0701 

基本機能 No.01-4 

① 20万分の1地図データーの格納場所を決めて、名前を付けてください。 

② 上記の格納場所に、CDを丸
ごとコピーしてください。 

③ Bmp.allをダブルクリッ
クすると、圧縮データーを
自動的に解凍します。解凍
に約10分掛かります。解凍
が完了したら、この画面を
消去してください。 

④ 解凍後に各地域の
地図がフォルダーに
格納されます。 

⑤ 【エリアかくべえ】を起動して、20万地図の格納場所を教えます。 

⑥ 以下の手順で指定してください。 
【ファイル】⇒【環境設定】⇒【ディレクトリーの設定】⇒ 
 (最下段)【地図データー保存ディレクトリー】⇒【参照】⇒ 
「地図データー保存ディレクトリーの選択」 

ダブルクリック
して、上欄の選
択パスに表示し
てください。 
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①【ファィル】⇒【地域選
択】 

③ 選択地域
の【保存】 

②【ドラッグ選択】で日
本地図から、計算しよう
とする範囲を指定します
（範囲が広いと時間が掛
かる場合があります）。 

② 新たに地域を選択し直す場合は、
【オプション】の【全選択解除】を実行 
後、新たな範囲を設定してください。 

① 【ファイル】⇒【環境設
定】 

運用地図データ－の取込み 

ハードディスクの全国地図を運用地図に変換して【Uniprof.h50】に取込みます。 

マシンの性能にもよりますが、日本全国を指定可能です。 

 運用地図の取込み 基本機能 No.02-1 

基本機能 No.02-1 

131211 

中波版では､50ｍメッシュ
は使いません。250ｍメッ
シュを使用します。 

マシンの容量が許せば、広目めに取ってください。。 
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①【ファイル】⇒【画面の設定】 

 ②【全解除】でも標高は表示します。 

行政界地図の設定要領 

 画面の設定・行政界設定 基本機能 No.02-2 

基本機能 No.02-2 

④ カーソルの形状を変
更できます。 

⑤ 地点の丸の大きさを
変更できます。 

⑥ 地点の丸を消すこと
ができます。 

⑦ 地点の丸の色を設定
します。地点登録の丸
の色が優先されます。 

②【標高設定】標高
を数値で変更できま
す。（その地域で判
別し易いように設定
してください。） 

③ 土地利用の表示
色を任意に設定でき
ます。 

①【ファイル】⇒【環境設定】 

⑧ データ－保存のディ
レクトリの設定。 

基本的な設定要領 

131211 

中波版では､50ｍメッシュ
は使いません。250ｍメッ
シュを使用します。 
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地点登録 

基本機能 No.02-3 地点の新規登録・変更及び結合 

地点グループ結合 

【地点】 ② 地点登録 

③ 丸の色の設定 

秒の数字は100倍値で入力してください。 
４ケタ未満は頭に『0』を挿入してください。 地名に含まれた

文字を抽出して
指定色にします。 

① 地点グループ新規作成 

④ 地点グループの変更 

グループ名の新規登録 

グループ名の変更選択 

【地点】⇒【地点グループ結合】 

① 結合元グループの選択 ② 結合先グループの選択 

③ 追加を押せば元から先に複写されます。同一地名は上書きします。 

その他の地点は
【環境設定】の
【丸の色】に、
なります。 

【OK】では登録できません。【追加】又は
【更新】を先に押してください。 

地点の標高を参照し取込めます。 

基本機能 No.02-3 

131211 
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 中波アンテナの垂直指向性 基本機能 No.03-1 

垂直指向性の入力 

あらかじめ、いくつかの垂直パターンを用意しています。 

【ファイル】→【アンテナパターン作成】→【アンテナ垂直パターン作成】→【アンテナパターン選択】 の手順に従っ

て、適合するアンテナ垂直パターンを選択してください。但し、現在のバージョンでは、空間波についての検討
はできていませんので、地表面電界は、どのパターンを選ばれても変化ありません。 

 無指向性  0.53波長  0.25波長 

垂直パターンは、天頂方向を９０度、水平方向を０度で表しています。マイナス成分は、高台のアンテ
ナのふもとなどの計算に使用しますが、現在のバージョンでは空間波は反映しておらず全て地表波の
みの計算ですから、どのパターンを選ばれても変化ありません。 

 水平線  

０点２５波長＝０.２５波長を表しています。 

基本機能 No.03-1 
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 中波アンテナの垂直指向性 基本機能 No.03-2 

登録済の垂直指向性 

 0.25波長 

 無指向性  0.65波長  0.60波長 

 0.55波長  0.50波長 

 0.40波長  0.30波長 

 水平線  

 水平線  

 0.53波長 

 水平線  

基本機能 No.03-2 
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反射波のルートが移動しています。 

  平均樹高の設定 

土地利用と最高樹高の設定 

土地利用色で表したプロフィール 

土地利用色 

土地利用プロフィールと平均樹高の挿入 

地球の等価半径 ： K を変更してプロフィールを見るには 

この設定では、森林は500ｍまで、樹林
は10ｍまで、果樹園３ｍまで追従します。 

K=６／３ 

K=３／３ 

【オプション】⇒【地球等価半径】 

 プロフィール（土地利用・平均樹高・Ｋ） 基本機能 No.03-3 

990507 

基本機能 No.03-3 
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矢印キーでパターンを修正する場合は、数値表とパ
ターンの両者を見ながら進めてください。 

【DEL】でポイントを消すことができます。 

① A4指向性用紙を５０％に縮小しタブレット右上にセットします（程よい場所を探してください）。 

② 【中心点指定】ボタンを押してから、タブレット上の指向性中心をペンで押します（数回）。 

③ 【最大電界指定】ボタンを押してから、タブレット上の指向性の北最大点をペンで押します（数回）。 

④ 【電界比プロット】ボタンを押して、タブレット上の指向性ラインをペンで飛び飛びに押します。 

⑤ 矢印キーで入力済のポイントを微調整できます。新たなポイントを追加することもできます。 

⑥ 間違えた場合は【全点取消】で全点
を取り消せます。 

⑦ 角度（数値入力）と【確認】で入力済
（読込み）パタ－ンを回転できます。 

⑧ スケール
をLOGとリニ

アに切替えま
す。 

⑩ 登録済
パターンを
読込んで修
正します。 

⑨ 出来上

がったらパ
ターン名を
登録します。 

まず 【ファイル】 ⇒ 【指向性パターン作成】 ⇒【水平パターン作成】を選んでください。 

水平指向性の入力 

↑ 

↓ → ← 

事前に指向性を登録して地点に取り込む方式を採用しています。 

↑時計方向に移動 

→ 値が大 

↓反時計方向に移動 

← 値が小 

 ←→ の移動幅微調整（数値入力） 

 水平指向性の登録 基本機能 No.04-1 

990507 

基本機能 No.04-1 
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① No1のパターンから作ります。 

④ グラフ右上の位置をペンで教えます。 

② 垂直角最上部の角度を入力します。 

③ 垂直角最下部の角度を入力します。 

⑤ グラフ左下の位置をペンで教えます。 

⑥ ペンで電界比をプロットします。 

⑦ 数値列BOX内にカーソルを移動し左
クリックすると⇒修正ができます。 

⑧ ﾌﾙｽｹｰﾙ表示で不足部を追加します。 

⑨ ピークを中心に反転コピ－してください。 

⑩ 同じﾊﾟﾀｰﾝをNo２～4に【コピー】【貼り付け】又は新規に   
作ってください。  必ず4面を入れてください。 

⑪ 出来上がったら【パターン名】を入    
れて【OK】を押してください。 

垂直指向性の入力 事前に指向性を登録して地点に取り込む方式を採用しています。 

Bパターン 

Bパターン 

Bパターン Bパターン 

① A4指向性用紙を５０％に縮小しタブレット右上にセットします（程よい場所を探してください）。 

まず 【ファイル】 ⇒ 【指向性パターン作成】 ⇒【垂直パターン作成】を選んでください。 

↑ 

↓ → ← 

↑上方向に移動 

→ 値が大 

↓下方向に移動 

← 値が小 

 垂直指向性の登録 基本機能 No.04-2 

990507 

垂直パターンの水平方位指定 

垂直図形に、更にチルトを付けます 

基本機能 No.04-2 
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垂直指向性の入力 ４面用のスプライン計算で処理しています。 

 垂直指向性登録のご注意 基本機能 No.04-3 

2K0216 

基本機能 No.04-3 

以前のパターン名を再利用したい場合 
（地点を指定した後に可能です） 

右クリックのエリア計算のアン
テナパターンで変更する場合の、
パターン名は、消去しません。 

この場合では新
しいパターンは
以前のものに上
書きしますので、
以前のものが消
えてしまいます。 

ファイルからアン
テナパターンを作
るときは、パター
ン名は、消去され
ます。新たに名前
を入れて下さい。 

Ctrl+Cで記憶して、 
Ctrl+Vで複写する
ことは可能です。 

  以前のパターンを利用して新しいパターン
を作るとき 

必ず4面を入れてください。 
①垂直パターンが２面しかない場合 
各面(２面)をダブって入力してくださ
い。この場合、中心から５度程度離し
た水平角度を入力してください。 

②垂直パターンが３面しかない場合 
始めパターンをNo.1に入力し、終わり
のパターンをNo4に入力して下さい。 
中間を中心から５度程度離した２つの
水平角度で入力してください。 

180度 

30度 

220度 

【コピー】【貼り付け】を使えば簡単です｡ 

③または、水平面ビームが広い方位の中
心から５度程度離した２つの垂直面を設
定してください｡ 
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地盤係数の確認 総務省 告示６４０号に従った地盤係数図表 

別表第１～４図に極めて良く一致した近似式を採用しています。 

 地盤係数 基本機能 No.05-1 

 山岳地帯 σ＝1 εｒ＝15  

 丘陵地帯 σ＝2 εｒ＝15  

 平 野 σ＝5 εｒ＝15  

 海 上 σ＝5,000 εｒ＝80  

基本機能 No.05-1 

20140401 
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地盤係数の確認 近似式ですから、その他のσ（導電率)についても確認できます。 

 地盤係数 基本機能 No.05-2 

【係数設定】→【地盤係数】→【中波地上伝
播特性】→【地盤係数】の数字を変えて【グ
ラフ確認ボタン】を押せば、入力数値に従っ
た、伝播特性を確認できます。 

本zy表は、１KW送信、見かけの能率100％
における、一様に指定導電率（地盤係数）の
地盤が続いた場合の伝播特性を表しています。 

基本機能 No.05-2 

20140401 
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 地盤係数 基本機能 No.05-3 

 総務省 告示640号による地盤の分
類は、① 山岳、② 丘陵、③ 平野、
④ 海上 の4種類のみで、このいづれ
かの図表を使って、受信電界を計算
しなければなりません。 

 しかし、実際の地盤には、平野で
あっても標高の高い所もあります。 

 また、計算には、国土地理院発行
の土地利用地図を使いたいものです。 

 そこで『エリアかくべえ中波版』
では、海上以外の全ての地盤状況
（土地利用分類)は、標高が7000ｍ
付近以上では0.1に下がると仮定し
て、土地利用地図と告示640号の整
合を考えました。 

 その結果を、縦軸に地盤係数、横
軸に送信と受信との距離（Km）で
片対数グラフに表すと、以下の地盤
係数グラフのようになります。 

 総務省告示については、この設定
で固定し【郵政】として指定するよ
うにしています。 

地盤係数の設定（１） 実際の計算について説明します。 

郵政モード 

基本機能 No.05-3 

20140401 
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地盤係数の設定（２） 実際の計算について説明します。 

 地盤係数 基本機能 No.05-4 

 総務省 告示640号に基づいてお
りながら、土地利用区分と標高に
よって、より正確な受信電界を予
測できるように、研究することが
可能になっています。 

 研究モードには①～⑨までの任
意設定が可能です。 

 送信アンテナが標高の高い所に
設置されている場合における、低
い標高地点に対して受信電界に標
高差が考慮できるように【送信ア
ンテナ高比較】も検討可能です。 

 この場合では、送信アンテナよ
り低い受信点に対しては、地盤係
数の伝播損失が軽減されます。 

 数値設定は、最小二乗法の近似
式を採用しています。設定数値通
りのグラフ点に一致しませんが、
平均的な補間グラフを得ることが
できます。 

 現表示状況の全てをコピーし、
別の番号欄に貼り付けることがで
きますので、様々な検討を簡単に
試算できます。 

研究モード 

基本機能 No.05-4 

20140401 
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地盤係数の設定（３） 実際の計算について説明します。 

 地盤係数 基本機能 No.05-5 

 研究モードを駆使して、RCC中国
放送殿の実際の送信所に関する中波
エリアを検証した結果、最も実測値
に近い設定を最新モードとして提供
しています。 

 最新モードは、固定していますの
で、変更できません。 

 しかし、将来もっと良い設定が見
つかりましたら、変更する可能性が
あります。 

 ご使用頂いて、より良い設定を見
い出せましたら、お知らせください。 

 多数の【計算－実測比較】が整い
ましたら、理由を述べて、設定を変
更したいと思いますので、ご協力く
ださい。 

最新モード 

基本機能 No.05-5 

20140401 
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送信点の指定要領 実際の計算について説明します。 

 送信点指定 → 諸元設定 → 計算開始 基本機能 No.06-1 

① 地点登録 

地点登録は済んで
いますか。 

② 地点の色別け 

送信点と受信点中
継点などが混在す
る場合には、用途
別に地点の色を違
えておいた方が便
利が良いです。 

右図では、送信点
は赤、受信点はピ
ンクで表していま
す。 

右クリック 

③ 送信点指定（左図） 

【作業選択】→【アナログ】→【中波ラジオ
放送】→【送信点指定】で、細い↑が出ます。 

または（右図）、【右クリック】→【エリア
計算】→【送信点指定】でも同じです。 

④ 細い↑を送信点に合わせてください。 

↑ 

基本機能 No.06-1 

20140401 
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回線名の指定要領 送信点を指定して、諸元を設定します 

 送信点指定 → 諸元設定 → 計算開始 基本機能 No.06-2 

↑ 

⑤ 地点指定 

画面の地図上の登録地点に『↑』を置くと、その地点の情報が灰色
の看板に表示されます。 

⑥ その地点で良ければ、左クリック１回で、回線選択の表が出ます。 

回線選択 

← 現在登録済みの地点情報（複数の場合は複数） 

← ⑦ 回線名を記述します。 

例) 郵政_250ｍM_500ｍP_100KmR_海なし 

既に諸元の登録が幾つか存在する場合は、
【同一点参照】または【全局参照】から、
参照して諸元を取り出すことができます。 

この回線選択は一見面倒なように見えます
が、同一地点において、高さ、出力、周波
数などを変更した場合の検討に役立ち、と
ても便利な機能です。 

基本機能 No.06-2 

20140401 
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諸元の設定要領 送信点を指定して、諸元を設定します 

 送信点指定 → 諸元設定 → 計算開始 基本機能 No.06-3 

⑧ 諸元登録 

【計算方式（郵政、最新、研究）】：総務省への申請資料の
場合は【郵政】を選んでください。実情を見たい場合は【最
新】を選んでください。深く研究される場合は【研究】を選
んでください。 

【周波数】：送信中心周波数を入力してください。 

【送信電力】：アンテナへの投入電力をワットの単位で入力
してください。 

【アンテナ見掛け能率】：％で入力してください。 

【アンテナ中心部地上高】：アンテナ本体高さの半分に基礎
高を加算した数値を入力してください。 

【アンテナパターン】：垂直指向性は無指向性またはアンテ
ナ電気長に従った指向性を選択してください。水平指向性は、
無指向性または手入力パターンを選択してください。 

【偏波面】：垂直のみです。 

【受信アンテナ高】：総務省への申請資料の場合は４ｍです。
最新の場合は、1.5ｍを標準にしています。 

【受信アンテナインピーダンス】：対応していません。 

【その他】：研究以外では全て０にします。 

 

全ての設定が完了したら、【OK】ボタンを押してください。 

計算を開始します。 

⑨ 等電界色指定（上図） 

 受信電界を５段階まで指定で
きます。 

 中波の場合はｍV／ｍの単位
で指定してください。 

 【表示色設定】のボタンを押し
て、各段階の色を変更してくだ
さい。 

 【諸元入力】欄の【諸元保存】
または計算終了で、上記の設定
は自動的に保存されます。 

回線選択 

基本機能 No.06-3 

20140401 



25 

計算の開始要領 送信点を指定して、諸元を設定します 

 送信点指定 → 諸元設定 → 計算開始 基本機能 No.06-4 

 【OK】を押すと【計算開始】のBOXが出ます。 

 そこで【計算開始】を押すと、計算半径の指定
に移ります。【諸元入力】を押すと元に戻ります。 

⑩ 計算半径の指定 

 計算半径の最初の数字は、自由空間において、
諸元入力のアンテナで諸元で設定した最低受信電
界に達する距離を示しています。このまま
【OK】を押すと長時間の計算に移ります。一般
には、100Kｍとか３００Kmなどを指定してく
ださい。 

 【メッシュデータ－】は中波では２５０ｍメッシ
ュのみです。変更できません。 

 【計算ピッチ】は、２５０ｍ角毎計算を飛ばし計
算できます。その場合、飛ばされた地点は、最寄
の計算済み地点の受信電界をコピーしていきます。 

 一般には、1000ｍピッチでエリアは分かりま
すが、５００ｍピッチや２５０ｍピッチにすると、
細かく計算され、地図にエリアを表示した時に美
しく見えます。 

 

 【OK】を押すと計算を開始します。 

 しばらくお待ちください。 

基本機能 No.06-4 

20140401 



26 

計算方法の要領 送信点を指定して、諸元を設定します 

 送信点指定 → 諸元設定 → 計算開始 基本機能 No.06-5 

⑪ 【エリア】→【オプション】で、
様々な初期設定が可能ですが、中波
版では、かなり制限されています。 

⑪ 初期設定 

【エリア計算範囲】：中波版では稼動しません。 

【メッシュデータ－】：中波版では２５０ｍメッシ
ュで固定されています。 

【色別電界表示】：電界表示色の色元を変更するこ
とができます。 

【常に計算範囲入力ダイアログを表示する】：計算
範囲設定の入力表の非表示が可能ですが、中波版で
は、チェックを付けて常に表示にしてください。 

【拡大表示のエリア計算時、詳細に描画する】：画
面のエリア表示の拡大画面で、表示状況を詳細に描
画するか否かの設定ですが、チェックを入れて、常
に詳細にしてください。 

【海上は計算しない】：エリア計算時に海上の計算
を飛ばすことができます。（海上を含めた計算をし
た後に描画時点で海上部分を消去することもできま
す。ただし、等高線変換の際、海上の計算が無いと
誤った等高線を描きますので、可能な限り海上の計
算を行ってください。） 

【エリア図を透過表示する】：画面上でのエリア表
示を１ドットづつ飛ばして表示し、背面の地図が透
けて見える描画が可能です。いずれかお好みな状態
を設定してください。 

⑫ 【色別電界表示】 

【色の作成】ボタンを押して、所定番号の色を変更
することができます。この結果、電界色および土地
利用区分色の基本設定を変更することができます。 

基本機能 No.06-5 

20140401 
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エリアの計算要領 送信点を指定して、諸元を設定します 

 エリア計算 基本機能 No.07-1 

⑬ 等電界線処理 

 エリアのベタ計算が終了する
と、等電界線処理に移ります。 
特別に不要な場合のみ【いい
え】を押してください。 

 放置すると自動的に処理を開
始します。 

点滅してお知らせします。 

【計算範囲入力BOX】で計算
半径またはサービスエリアを指
定して【OK】を押すと、指定
範囲内の計算を開始します。 

 中断したい場合は【中止】を
押してください。 

【残り時間／今までの時間】を
表示しますが、後半が山岳地帯
と海の場合では、終了予測時間
に誤差があります。 

 始めに、ピッチを荒くしてそ
の後に、細かいピッチの計算を
されることをお奨めします。 

 

 全てのベタ計算が終了したら、
以下のように、等電界線作成処
理に移ります。 

基本機能 No.07-1 

20140401 
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エリアの表示（標高地図＋海上あり純色エリア） 基本機能 No.07-2 

下地地図として標高地図を使えます（標高色区分の標高設定は任意に変更可能です）。 

基本機能 No.07-2 

20140401 
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エリアの表示（標高地図＋海上なし純色エリア） 基本機能 No.07-3 

下地地図として標高地図を使えます（標高色区分の標高設定は任意に変更可能です）。 

基本機能 No.07-3 

20140401 
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エリアの表示（標高地図＋海上なし透過エリア） 基本機能 No.07-4 

下地地図として標高地図を使えます（標高色区分の標高設定は任意に変更可能です）。 

基本機能 No.07-4 

20140401 
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エリアの表示（土地利用＋海上なし透過エリア） 基本機能 No.07-5 

下地地図として土地利用地図を使えます。 

基本機能 No.07-5 

20140401 
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海岸線、都道府県、市町村、市町村名、JR、道路、河川、湖、その他を表示できます。 

エリアの表示（標高＋行政＋海上なし透過エリア） 基本機能 No.07-6 

基本機能 No.07-6 

20140401 
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エリアの表示（行政界地図＋海上なし透過エリア） 基本機能 No.07-7 

海岸線、都道府県、市町村、市町村名、JR、道路、河川、湖、その他を表示できます。 

基本機能 No.07-7 

20140401 
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 ①【エリア】⇒【等高線表
示】 

③下段は線の太さ 

②上段は小さい島を
消して、エリアを見   
易くします。 

④ 設定値は名前を
つけて保存できます。 

エリアを表示した後でも【色】と【指定電界】を変更できます。但し、エリア計算時の【最低電
界】以下の部分は後から見ることはできません。この場合は【最低電界】を下げて再計算してくだ
さい。 

【指定電界】を変更した場合は【等高
線作成】をやり直してください。 

エリアの表示（ベタ表示） 

エリアの表示（等電界線表示および等電界線の調整要領） 

 エリア計算結果の表示（等電界線処理） 基本機能 No.07-8 

990507 

基本機能 No.07-8 
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プロフィール 基本機能 No.07-9 

エリア計算が済むと、送信点から任意な地点までのプロフィールを見ることができます。 

送信点から任意受信点までドラッグしてくだ
さい（必ず、送信点から始めてください）。 

基本機能 No.07-9 

20140401 



36 

プロフィール 基本機能 No.07-10 

エリア計算が済むと、送信点から任意な地点までのプロフィールを見ることができます。 

基本機能 No.07-10 

20140401 
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プロフィール 基本機能 No.07-11 

エリア計算が済むと、送信点から任意な地点までのプロフィールを見ることができます。 

基本機能 No.07-11 

20140401 



38 

プロフィール 基本機能 No.07-12 

エリア計算が済むと、送信点から任意な地点までのプロフィールを見ることができます。 

基本機能 No.07-12 

20140401 
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プロフィール 基本機能 No.07-13 

リカバリー･エフェクトについて、長い陸上を通過後に海上を伝播するルートで説明します。 

往路：送信点から２５０ｍ毎に離れた点の受信電界を結んだラ   
イン 

復路：送信点から２５０ｍ離れる毎の点から送信点に向けて往   
路と同じ計算を順次繰り返した値を線で結んだライン 

平均：往路と復路の平均値（この値を採用します） 

 往路 

 復路 

 平均 

説 明 

 往路では、送信点近傍のみが地盤状況に敏感で、遠方になるに従って
地盤状況に鈍感になり、距離が離れるに従って電界は下がる一方です。 

 復路では、２５０ｍ離れる毎の地点を仮の送信点として、本来の送信
点を受信点としますが、送信点の近傍の地盤によって電界が大きな影響
を受け、遠方では地盤の影響を受けにくいことから、全体を通じてその
付近の地盤状況に敏感なラインになります。 

 両者の平均を取るということは、送信点と受信点の両者の近傍の地盤
状況を厳格に考慮することと同じになり、地表波計算には欠かせない要
素を盛り込んでおり、正しい計算値を与えます。 

 その結果、長い陸上を通過して地盤の影響を強く受けた結果、電界と
磁界の位相がずれた地表波が、海上では正常に戻ろうとして、電界が回
復する現象（リカバリー･エフェクト）が良く分かります。 

海 海 

田 

基本機能 No.07-13 

20140401 
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 サービス・エリア登録 １／２ 基本機能 No.08-1 

991010 

サービスエリアの設定・準備 

①【作業選択】【送信点指定】で送信点を指定し【回線選択】で計算済みの回線名を選択し、その回 
線名の頭に『SE』または『エリア』などの名前を追加します。（回線名が長過ぎる場合は、一部を 
削除して追加してください。追加した回線は追記型で以前のものは残ります。） 

②   新しい名前の回線名で、以前のエリア計算結果を描きます。 

③   エリアを等電界線で描き、等電界線を調整します。（最低電界の線1本が分かり易いようです。） 

② サービスエリアは【画面上でマウス】でも【タブレットでペン】でも入力できます。 

③ 計算したエリアを元にサービスエリアを推定する場合は【画面入力】が便利です。 

④ 申請エリアの入力は《地図を縮小》して【ペンタブレット入力】が便利です。 

画面に行政界を描けば、市区町村
のサービスエリアを描くことがで
きます。 

基本機能 No.08-1 
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 サービス・エリア登録 ２／２ 基本機能 No.08-2 

991010 

⑦   右の画面が出ますので、ファイ  
ル名の欄に局名やサービス・  
エリアの分類名などを記入し  
て【保存】を押してください。 

⑨   左表で【サービスエリア内のみ】にチェックが入って  
おれば、サービスエリア内のみの計算を開始します。 

⑤   【エリア】【サービスエリア作成】【マウス】を選び、再度同じ送信点を選び『SE』または『エ  
リア』を追記した回線を選び【ＯＫ】を押します。 

⑥   等電界線や行政界を参考に、マウスでサービス・エリアを描き、最後に【Enter】 を押します。 

 ①【エリア】⇒【サービスエリア作成】で【マウス】を指定します。 

②【サービスエリア作
成ＢＯＸの説明に従っ
て、エリアを作成して
ください。 

③事前に【等高線表
示】および【画面を土
地利用】【行政界の必
要分表示】にしておく
と大変便利です。 

サービスエリアの書込み 

基本機能 No.08-2 

諸元入力欄で【ＯＫ】を押せば、エリア内のみ計算します。 

登録済みのサービス・エリアは、複写して再利用すること
ができます。 
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①【エリア】⇒【人口表示】でエリア内の人口を計算します。 

②そのまま表示された【人口・世帯数】は、
エリア内の【最低受信電界】以上の地点の累
計を計算しています。 

 ③このＢＯＸの【ファイル】⇒【最低受信電界】を【０】にする
と【エリア内総人口・総世帯数】を表示します。印刷もできます。 

①その地点（２５０ｍ角内）の人口を見ることができます。４倍すると人口密
度になります。 

②エリアの有る無しにかかわらず、表示します。 

①右クリック 

サービスエリア内の人口・世帯数計算 

任意地点の人口確認 

 人口・世帯数計算 基本機能 No.09-1 

990507 

基本機能 No.09-1 
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 ①【ファイル】⇒【エリアを地図への印刷】を選んでください。 

 ②【縮尺】を選んでください。２０万以上の場
合は２０万を選んで【ＯＫ】を押してください。 

③ 縮尺通りの桝目で日本地図が出ます。【所定の枠】
を選んでください。枠内の色が反転し地図枠を認識し
ます。【ファイル】⇒【印刷】を押してください。 

【ファイル】⇒【エリア図を地図に印刷】で下図のような印刷ができます。 

但し、簡単に印刷できる反面『印刷に時間が掛かる』『縦に伸びたエ
リアになる』『地図情報が貧弱』などの理由から、お奨めできません。 

印刷は、次項の【市販地図への印刷】をお奨めします。 

画面を【ペイントブラシ】⇒【パワーポイント】で印刷すると上記の欠点はかなり改善できます。 

エリアの印刷（簡便
法） 

エリア計算の市販地図への印刷（推奨
法） 

 エリアの市販地図への印刷 １／３  基本機能 No.10-1 

990507 

基本機能 No.10-1 
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①【エリア図を地図に印刷】の画面が出ます。 

 ②【地図登録/修
正】を選びます。 

③適合縮尺を選びます。 

⑤【地図名】
【カナ】を入
力し【追加】
を押します。 

④ それぞれの指示に従って入力します。 

⑥新規の場合は【追加】、変更の場合は【更新】、を押した後に【ＯＫ】を押してください。 

 ②【緯度・経度マークを印刷する】のみ、
チェックを入れて【ＯＫ】を押してください。 

①【地図の位置合わせ】には、半径２  
Km位の小さなエリアの方が便利です。 

市販地図への印刷の設定 

市販地図への印刷の位置合わせ 

 エリアの市販地図への印刷 ２／３  基本機能 No.10-2 

990507 

基本機能 No.10-2 
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設定した緯度経度の範囲内のみ印刷します。 

 地図に【タイトルや
凡例】を印刷します。 

ベタ表示の例 

等高線表示の例 

N=３４°００′ 

N=３３°００′ 

E=１３２°００′ E=１３４°００′ 

 設定した緯度・経度の４隅に細いカギマークが
赤線で表示されます。【左下】と【右上】の２つ
が地図に合うように、微調整を繰り返してくださ
い。たいていの場合、４回繰り返すと適合します。 

地図にあらかじめ緯度・経度を
書いておくと、大変便利です。 

地図のコピーに印刷される 
場合は、多めにコピーされ
ることをお奨めします。 

この地図を市
販地図と考え
てください。 

地図への印刷（位置合わせの詳細） 

地図への印刷の表示要領 

 エリアの市販地図への印刷 ３／３  基本機能 No.10-3 

990507 

基本機能 No.10-3 
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 ２０万分の１数値地図を使った印刷 １／３ 基本機能 No.11-1 

2Ｋ0601 

基本機能 No.11-1 

① まず、計算済みのエリアを標準の画面に表示します。 

② 【ファイル】⇒【地図表示】で２０万地図にエリアが表示されます。 

  上記画面の中心が、下記画面の中心で描画されます。 

③ 画面のカーソルをドラッグすると地図が移動します。 

④ 縮小･拡大ができます。 

⑤ ドラッグした時に画面
が乱れる場合があります。
この場合は、再描画で修正
できます。 

通常の標高画面 

２０万分の１地図画面 

⑥ 多くの地図をつなぎ合
わせた表示ができます。全
ての地図のつなぎ合わせは、
自動的に隙間が無いように
調整しています。 

  Prof2K0524 以後のシステムでは、２０万地図のエリアは、半透明で表示します。 
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 ２０万分の１数値地図を使った印刷 ２／３ 基本機能 No.11-2 

2Ｋ0220 

基本機能 No.11-2 

エリアの計算結果を地図に描く場合､前記の『地図への印刷』が最良ですが､２０万分の１地図を直接
印刷しながらエリアも印刷できる方法を考案しました。各地図は長方形補正を施していますので､本来
の台形による北方向の隙間が無くなり見た目には美しくなりましたが､幾分精度が低下します｡ 

エリアが大きい場合 

２０万地図での表示 
従来の画面地図 

従来の画面地図 
２０万地図での表示 

エリアが小さい場合 

従来の画面地図 
２０万地図での表示 

本地図データーの格納には､ＨＤに４Ｇバイトのメモリーが必要です。 
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基本機能 No.11-3 

 ２０万分の１数値地図を使った印刷  ３／３  基本機能 No.11-3 

2Ｋ0220 

２０万地図の印刷 

全ての地図とは､日本地図から選択した地図を示します。 

およそ下図のよう
に印刷します｡ 

プリンターの用紙がＡ２のと
きに､ほぼ市販の２０万地図
と同等の精度で印刷できます
が､これより小さい用紙の場
合は､間引き縮小で印刷しま
すので､精度は低下します。 

この20万地図は緯度･経度･標高を持ってい
ますので､場所探しにも使えます。 

この20万地図に描いたエリア
を次項のパワーポイントで印
刷し､説明を加えれば､簡単に
報告書が作成できます｡ 
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 他の地図にエリアを貼り付け  １／２  基本機能 No.11-4 

他の地図へのエリア貼り付け 『エリアかくべえ』は『20万分の１地図』が最
も詳細な地図です。 
これ以上詳細な地図にエリアを表示したい場合
は、以下の操作でお願いします。 
パワーポイントが使い易いようですので、ここ
ではパワーポイントを使った例を示します。 

【第１図】エリア図だけ 

【第２図】下地地図だけ 【第３図】地図とエリア 

①『20万分の１地図』→『エリア図出力』で【エリア図だけ】【下地地図だけ】【地図とエ
リア】の３つの【ビットマップ出力】ができます。 
② 左上（北東）端と右下（南東）端の緯度･経度を数字で入力してください。 
③『20万分の１地図』画面の最下段にカーソル点の緯度･経度が表示されますので参考にし
てください。 
④【クリップボードにコピー】から直接パワーポイント等に貼り付けても、ファイルに出力
して取り出しても構いません。 
⑤『第１図』は小さい画像ですが、『第２図、第３図』は大きな画像になります。 
⑥ 必要な大きさに縮小して使ってください。 
★ 次ページに、他の地図への貼り付け操作を説明します。 

20111201 

20万分の１地図は最拡大で出力してください。 

基本機能 No.11-4 
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 他の地図にエリアを貼り付け  ２／２  基本機能 No.11-5 

他の地図へのエリア貼り付け 『地図ビュアー』『地図ソフト』『カシミー
ル』等から、必要な範囲の任意の下地地図をご
準備ください。 
下地地図の『左上（北東）端と右下（南東）端
の緯度･経度数値』を確実に把握してください。 

①『下地地図』と『エリアだけ』をパワー
ポイントに貼り付けてください。 

【第１図】背景を透明化したエリア図だけ 【第２図】背景を透明化した下地地図だけ 

【第３図】下がエリア、上が地図の重ね合わせ 

② パワーポイント機能の中の 
【透明な色に設定】  を知っておいてく
ださい。 

③『下地地図』と『エリアだけ』の背景部
分を【透明化】してください。 

【第４図】下が地図、上がエリアの重ね合わせ 

④ 緯度･経度が同じである事を再確認した
後に両者をピッタリと重ね合わせてくださ
い。 
重ね合わせが難しい場合は、パワーポイン
ト機能の数字で合わせてください。 

⑤ 重ね合わせ順は自由ですが、どちらが見易いかを見比べて、優れた方を採用してください。 

 パワーポイントの 
【透明な色に設定】マーク 

20111201 

基本機能 No.11-5 
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【エリア】⇒【サービス
エリア作成】⇒【マウ
ス】又は【タブレット】 

D／Uを計算するには条件があります。 

① 自局（希望波）にはサービスエリア  
が必要です。（本書の No 08-1下図 
【サービスエリアの書込み】を参照   
して下さい。） 

  半径を指定した円でも計算できます  
が、結果は見にくくなります。 

② 自局（希望波）および相手局（妨害   
波）の対象回線には【Ｄ／Ｕ計算】  
にチェックが必要です。このチェッ    
クを基に相手局を識別します。 

③ 自局(希望波)も相手局（妨害波）も  
計算半径は２Km位の小さなものでか  
まいません 。全て再計算します。  

D／U 計算の準備 

サービスエリア 

①【エリア】⇒【ＤＵ計算】 ⇒【ＤＵ開始】 

②【Ｄ／Ｕ計算】に
チェックのある局の
みが画面に出ます。 

D／U計算の開始 

 Ｄ／Ｕ 計算 １／５  基本機能 No.12-1 

990801 

基本機能 No.12-1 
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D／U 計算の相手（妨害）局の選択 

 ① 日本地図から【Ｄ／Ｕにチェックの付    
いた局】を一気に抽出できます。 

②ドラッグで地域を指  
定します。 

③【ファイル】⇒
【保存・終了】 

④ 条件を満たした局を表
示します。不要な局はダブ
ルクリックで除外できます。 

⑤【相手局のＢＯＸ部】を叩けば、日本地図を
使用しないで、個別に妨害局を選択できます。 

①テレビでは、電技
審答申の所要Ｄ／Ｕ
に設定しています。 

 ①【改善比設定表】 

確認できます。 

D／U 計算の所要D/U設定 

 Ｄ／Ｕ 計算 ２／５  基本機能 No.12-2 

990801 

基本機能 No.12-2 
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【受信アンテナの指向性によるＤ／Ｕ改善比】を考慮することができます。 

自局（希望波）の周波数 

テレビ所要Ｄ／Ｕの確認  
(設定ではありません）。 

周波数偏差による改善比 

ﾃﾚﾋﾞ所要 Ｄ／Ｕの設定表 

偏波面による改善比 

 設定諸元の保存番号と
簡単な説明 

Ｄ／Ｕ 改善比の設定と確認 

 ①【計算結果名】
を入力します。後日
に判別し易い名前を
入力してください。 

 ②【自局】＋【相手局】＋【改善比設定】＋【計算結果
名】が決まったら、【開始】を押してください。（その他の
設定は後から決められます） 

 ③【自局】から【それぞれの
相手局】へと計算を繰り返しま
す。終了すると全表示（各局か
らの【最悪妨害の集計】）を表
示します。 

D／U 計算の開始 

③ 可能な限り５０

ｍメッシュを使っ
てください。 

受信電界に
よる受信ア
ンテナの選
択表 

D/U用のアンテナパターン名は頭に【M】を付けます。自由に作れます。 

 Ｄ／Ｕ 計算 ３／５  基本機能 No.12-3 

990801 

基本機能 No.12-3 
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③ 所要Ｄ／Ｕを満足し
ていれば＋、不足は－
として、Ｄ／Ｕ余裕度
を色で識別します。 

① Ｄ波とＵ波の
両者に反射波を
加えます。 

④ 以前の計算結
果を読込み、表
示できます。 

 ①妨害局のいずれかを選ぶ（青
に塗りつぶす）と、その局と自局
の【Ｄ／Ｕマージン】を描きます。 

 エリア内の任意な場所の【受
信電界】【Ｄ／Ｕ改善比】【Ｄ
／Ｕマージン】などを数値で示
します。重要な地点は事前に
【地点登録】しておけば、明瞭
に判定できます。 

D／U 個別表示（妨害局毎・任意な地点毎） 

Ｄ／Ｕ 全表示 

② 本来エリア内

は指定電界以上
のはずですから。 

 Ｄ／Ｕ 計算 ４／５  基本機能 No.12-4 

990801 

基本機能 No.12-5 

本システムでは、色表示が無いところはD/Uの問題が無いとしています。 



55 

Ｄ／Ｕ 全表示 

テレビ以外のD/U検討 

 Ｄ／Ｕ 計算 ５／５  基本機能 No.12-6 

990801 

基本機能 No.12-6 
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画面の拡大・縮小 

①【表示】⇒【拡大】又は【縮小】又は【倍率指定】で画
面を【等倍】【×２】【 ×４】 【 ×８】に変更できます。 

便利な右クリック 

丸が多くなり、目的の地点を取
りにくい場合などに便利です。 

任意の地点で２５０ｍ角内の人口を見ることができます。 
【標高地図】と
【土地利用地
図】を切り替え
ます。 

【最低受信電界】以
上地点の【人口・世
帯数・累計一覧表】
を表示します。 

便利な機能 No.01-1  画面（拡大・縮小・右クリック） 

990507 

右クリック 

② 同様の制御が【右クリック】
でもできます。 

便利な機能 No.01-1 
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地点の色指定 

指定外の丸の色 

【地点】⇒【地点登
録】 

上から優先で色を表示します。 

 地点登録の地点名に含まれる
文字列を抽出し、選択指定した
色で丸を表示します。 

 【ファイル】⇒【環境設定】 

 上記の指定以外の地点名称の場合、  
ここで指定した丸の色になります。 

 地点（丸の色指定） 便利な機能 No.02-1 

990507 

便利な機能 No.02-1 
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標高データ-の更新 

① 画面の地図上から地点の緯度・経度・標高を探れます。 

② ５０ｍメッシュと云えども電子地図には誤差があります。   
２万５千又は５万分の１地図から正確に採ってください。 

 【作業選択】⇒【○○】⇒【○○】⇒【送信点指定】⇒【↑】 

【地点】⇒【標高データ－の更新】 

大きなﾋﾞﾙや造成などで標高ﾃﾞ-ﾀ-
を変更したい時に便利です。【コメ
ント】にﾋﾞﾙ名や造成地名を入力で
きます。 

画面地図からの地点取込み 

 画面からの地点取込み・標高データ-更新 便利な機能 No.02-2 

990507 

便利な機能 No.02-2 
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土地利用表示 

右クリックＢＯＸの【土地利用色表示】で土地
利用プロフィールになります。 

右表の土地利用凡例はプロフィール上に表現できません。必要な
場合は【ペイント】＋【パワーポイント】で処理してください。 

グラフ座標の設定 

【ファイル】⇒【設定】又は【右クリック】⇒ 【設
定】 

右クリック 

プロフィール・グ
ラフの縦・横レン
ジを変更できます。 

  土地利用色の幅を調整
します。 

 プロフィール表現（土地利用・グラフ座標） 便利な機能 No.03-1 

990507 

プロフィールを土地利用の色別で見ることができ
ます。（反射点付近の土地状態が分かります） 

便利な機能 No.03-1 
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アンテナ高シミュレーション 

障害物シミュレーション 

【Ｓｈｉｆｔ】＋【↑】キーで受信アンテナ高が１ｍづつ上がります。 

【↑】キーで送信アンテナ高が１ｍづつ上がります。 

その都度正確に計算します。 

送受信アンテナの最適高を調べることができます。 

任意の場所に、高層建築物を立て
るシミュレーションができます。 

地面に沿って【カーソル】を動かすと、小さな【サ
ブ・カーソル】が連動します。【サブ・カーソル】が
目的の地点にきた時、左クリックで、右表が出ます。
ここで【樹高】に数値を入れて【ＯＫ】を押すと、そ
の点の標高が上がり、同時に回線設計を実行します。 

メイン・カーソル 

サブ・カーソル 

 プロフィール調査（アンテナ高・障害物高変更） 便利な機能 No.03-2 

990507 

便利な機能 No.03-2 
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プロフィール（一括出力） 

 プロフィール一括出力（一定角度・一定距離） 便利な機能 No.03-3 

【プロフィール】⇒【半径・角度指定計算】 

必要な範囲での最高高さを調べます。 

程よい【標高目盛最大値】及び【標高目盛間隔】を
入力して【OK】を押してください。 

指定範囲のプロフィールを順次自動的に印刷します。 

狭い範囲を細かく検討することもできます。 

990507 

指定範囲の複数のプロフィールを一気に出力します。 

便利な機能 No.03-3 
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  平均樹高の設定 土地利用への最高樹高の設定 

土地利用色で表したプロフィール 

土地利用色 

この設定では、森林は500ｍまで、樹林
は10ｍまで、果樹は３ｍまで追従します。 

【平均樹高】の設定 

【平均建物高】の設定 

土地利用色   平均建物高の設定 土地利用への最高建物高の設定 

この設定では、建物Ａは500ｍまで、建物Ｂは15ｍまで、
交通用地は5ｍまで、その他は10ｍまで追従します。 

土地利用色で表したプロフィール 

将来は人口と平均建物高の関係を探り自動化の予定です。 

 プロフィール（平均樹高・平均建物高） 便利な機能 No.03-4 

990507 

樹高や建物高を考慮したプロフィールを引きます。 

便利な機能 No.03-4 
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多数受信点一括計算は、一つの送信点による多数の受信点の受信電界を一気に計算しCSVファイルに
出力します。このデータ－をエクセルなどで開けば、その後に容易に加工できます。例えば実測値と
比較したり、多数の受信点の電界を一気に推定できます。 

 多数受信点一括計算 １/２ 便利な機能 No.04-1 

① 普通の方法で送信点のエリアを描きます。（２Kｍ位の小さなエリアの方が便利です） 

② 送信点から任意の受信点へのプロフィールを引きます。 

③ プロフィールの受信点の回線名を仮に入力して受信点を保存します。 

④ 【プロフィール】⇒【多数受信点一括計算】⇒【作成】を選びます。 

⑤ 日本地図から受信点のある場所を選び【終了】を押します。 

⑥ とりあえずは一箇所の受信点
で十分です。 

【全選択】を押して【OK】を押
します。 ⑦ 仮に登録するファイル名を入力します。 

990507 

便利な機能 No.04-1 
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 多数受信点一括計算 ２/２ 便利な機能 No.04-2 

⑧  この手順が終了すると、
CSVファイルが自動的に生成さ
れます。 

ｴｸｾﾙ97以上が既にあるとします。 

⑨  【エクセル97】の【ファイ
ル】⇒【開く】で右表を出して
ください。 

【ファイル名】を【＊．CSV】 

【ファイルの種類】を【全ての
ファイル】にします。 

⑩ 下図の表ができています。 

⑪ この表をそのまま利用して【No】【地点名
称】【緯度・経度】【標高】【地上高】【目前
樹林損】まで入力した一覧表を作り、適切なフ
ァイル名で【CSV】の形で保存してください。 

⑫ 新たに送信点を選び小さいエリアを表示して、
【プロフィール】⇒【多数受信点一括計算】⇒
【開始】を選んで、画面の指示に従って進んで
ください。再びエクセルで開けば多数地点の受
信電界の一覧表を得ることができます。 

2K0805 

便利な機能 No.04-2 

同時にプロフィールも印刷でき
ます。 

(注)緯度・経度の秒は４桁で入力してください。 
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 地点・諸元ＣＳＶインポート 便利な機能 No.05-1 

 ② 【Areakaku】の【Dt_work】に保存してください。 

① エクセルで以下の表を作ってください（後半部で不要な欄は空欄でもかまいません）。 

 ④ CSV(カンマ区切り) 

 ③ 分かり易い名前を付けてください。 

⑤ 【地点】⇒【地点グループ新規作成】 

⑨ 【ファイル】⇒【地点･
諸元CSVインポート】 

⑩ 【諸元設定部】の【回線名】【周波数又はCH】【ＥＲＰ】が入
力されておれば、全ての欄を読込み【回線名設定ＢＯＸ】の【複数
一括計算】に自動的にチェックが入ります。【回線名】が空欄の場
合は、以後を飛ばして次項に移ります。 

⑪ 【地点登録部】のみが登録された場合は、地点グループのみ作ら
れます。【諸元設定部】まで登録されておれば各諸元ができます。
全てが正常に入力されておれば【エリア】⇒【複数エリア一括計
算】を使って、一気に全局のエリア計算ができます。 

⑫【空欄や不条理の場合】 
地上高⇒０、偏波面⇒ H 
オ フ セ ッ ト ⇒ 無 し 
指 向 性 ⇒ 無 指 向 性 
計 算 方 式 ⇒ 郵 政 
として自動的に処理します。 

⑥【キャンセル】で終了してください。 

⑦ 新しい地点グループに変更します。 

地点グループを
新しくします。 

⑧ エクセルで作ったＣＳＶを読込みます。 

990810 

便利な機能 No.05-1 

申し訳ありません。未完成です。 
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アンテナパターン確認 

右クリック 

エリア計算後に右クリックの選択表の【アンテナパターン確認】で３次元パターンを表示します。 

矢印キーで３次元パターンが回転します。【シフト】＋【矢印】で回転のスピードがアップします。 

エリアの計算半径には関係しません。 

水平パターン確認 

垂直角度毎に確認できます。 

垂直パターン確認 

水平方位毎に確認できます。 

３次元データ－
を登録できます。 

３次元パターンが回転します。 

３次元での２次元パターンの確認 

アンテナパターン（３次元）の表示 

３次元アンテナパターンの確認 

[水平×１枚]と[垂直×４枚]の
２次元パターンから作った３
次元パターンを保存します。 

アンテナメーカーからの３次
元パターンを読込みます。 

 ３Ｄパターン（表示・確認・保存） 便利な機能 No.06-1 

９９９で最大値を表示します。 

990507 

便利な機能 No.06-1 
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複数エリア対象への登録 

複数エリア対象局の抽出 

 複数エリアの対象となるには、回線
名ＢＯＸの下の諸元用途の複数エリア
にチェックが無くてはなりません。 

【作業選択】⇒【〇〇】⇒【送信点指定】を選んでください。 

 ②【日本地図から一括選
択】 

 ①【エリア】⇒【複数エリア
表示】⇒【複数エリア表示開

始】 

【複数エリア表示】にチェックを入れてください。 

【複数エリア選択条件指定】で選択条件を指定できますが、一般には【OK】で進みます。 

次ページに
進む 

 局別・複数エリア色別表示（準備） 便利な機能 No.07-1 

990507 

便利な機能 No.07-1 
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複数エリア対象への登録 【複数エリア表示】にチェックを入れてください。 

③.最初は全選択を押します。
【選択】の×が●に変わります。 

 ④.この時点で【オプション】
の【現在の設定を保存する】で
一旦保存してください。 

不要なエリアが有れば、そのラ
インにカーソルを持っていき、
左クリックで青バーにした後、
解除を押してください。●が×
に変わります。 

⑤.分かり易いファイル名で保存し
てください。 

       

②.地図選択範囲内で【複数エリ
ア】にチェックの入ったものが
全て左表に表示されます。 

①【はい】を押します。 

 ⑥.再び【オプション】を開き、今度は【表示順の設定】を選んでください。下図が出ます。 

⑦.ここでは、選択されたものだけが表示されます。 

⑧.小さいエリアが大きいエリアに塗りつぶされな
いように、順番を整えてください。 

⑨.【OＫ】を押すと【元の表（複数エリア選択）】
に戻ります。 

前ページと同じ 

⑨.ここで再度④と同じく一旦保存してください。 

 次ページに続きます。 

 局別・複数エリア色別表示（調整） 便利な機能 No.07-2 

990507 

便利な機能 No.07-2 
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調整の繰り返し 

①.最初の表示は色や順番がうまく行きません。 

②.そこで再び保存した設定を呼び出します。 

【エリア】⇒【複数エリア表示】
⇒【複数エリア開始】 

③.先に登録したファイ
ル名を選んでください。 

④.色を変更して全体が見易くしてください。 

⑤.ここで再び色設定を保存してください。 

⑥.必要があれば【表示順の設定】で順番を
整えてください。 

⑦.【ＯＫ】を押して【オプショ
ン】⇒【現在の設定を保存する】
⇒【ベタ】⇒【上段複数エリア
図】⇒（この工程を何度か繰り返
して見易い複数エリアを作り上げ
てください） 

 局別・複数エリア色別表示（仕上げ） 便利な機能 No.07-3 

990507 

便利な機能 No.07-3 
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表現方法の色々 

便利な機能 No.07-4 

①.行政界地図への複数エリア・ベタ表示。 

②.標高地図への複数エリア・ベタ表示。 

③.行政界地図への複数エリア・等高線表示。 

 局別・複数エリア色別表示（出来上り） 

990507 

便利な機能 No.07-4 
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局別複数エリアの表示例 

サービスｴﾘｱが無い状態 

サービスエリアで表した状態 

サービスエリア内を強調した状態 
 サービスエリア内を強調
するには、最低受信電界を
たとえばｍＶ／ｍに下げる
と、見易くなります。 

サービスエリア付・複数表示 

回線名の【複数エリアチェッ
ク】は一つの地点で１箇所しか
指定できません。そこで、サー
ビスエリアがある複数エリア用
に、例えば各地点名に『〇〇Ｓ
Ａ』を新設し、諸元を取込み、
サービスエリアを描きこみ、再
計算して、保存してください。 

複数のエリアが表示され
ている時に画面の地図を
移動すると時間が掛かり
ます。エリアの表示が無
い状態で、あらかじめ地
図の位置を決めておかれ
ることをお奨めします。 

エリア内の
再計算は極
短時間で済
みます。 

『サービスエリアがある複数エ
リア』と『サービスエリアが無
い複数エリア』の両者を常時使
う場合は、以下のように工夫し
てください。 

右図のよう
な表現を用
いる場合は、
『ペイン
ト』と『パ
ワーポイン
ト』を上手
に使ってく
ださい。 

市販地図に印刷を標準にしています。 

 局別・複数エリア色別表示（サービスエリア付き） 便利な機能 No.07-5 

990507 

便利な機能 No.07-5 
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 受信電界別・複数エリア表示（調整） 便利な機能 No.08-1 

電界別複数エリアの合成 

エリア計算結果合成 

【Ctrl】＋左
クリックで、
目的のエリア
を選択してく
ださい。 

この時点の回線名は仮の
ものでOKです。 

ここで、複数合成にふさわしい名
前に変更してください（新たに回
線名が作られます）。 

990507 

便利な機能 No.08-1 
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 受信電界別・複数エリア表示（仕上げ） 便利な機能 No.08-2 

受信電界別・複数エリア表示 

諸元の内容は変更しないでOK
を押せば、電界別複数エリアを
表示します。 

この電界別複
数エリアの場
合は、右図の
設定表に新た
な数字や色を
指定すること
ができます。 

ベタ表示の場合 

サービスエリア表示の場合 

新しくでき
た回線名を
選択してく
ださい。 

送信点指定 

エリア選択のBOXでエリア付
きのものを選択してください。 

990507 

便利な機能 No.08-2 
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⑤ 諸元は仮に入力してください。
最終的には、合成表で選択した回
線の最上段の諸元に替わります。 

 受信電界別・複数エリア表示（操作要領・参考） 便利な機能 No.08-3 

990527 

[1](準備１) 例えば分かり易く、海上に合成基点を作ります 

① 送信点指定 

② 送信点登録 

③ 回線選択 

④ 諸元入力 ⑥ 計算範囲入力 

⑦２Km位で計算 

⑧ 海上に【合成基
点】 を作ります。 

無指向性 

[3]            と同じ操作で進んでください。  便利な機能 No.08-1 

① エリア計算結果合成 

② ③【Ctrl】＋左クリッ
クで、目的のエリア
を選択してください。 

④以後は省
略します。 動きがおかしい場合は【右クリック】で

合成を中止し、[３]をやり直してください。 

[2] (準備２)明瞭に合成と分かる回線名のものを計算済エリアから複写します。 

変更修正不用 
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おことわり 

  以前のバージョンでは、回線名にカンマやピリョ－ド及び空
白等を使うことができましたが、新バージョンでは、指向性デー
タ－の取込み等でＣＳＶ形式のファイルを扱うようになった関係
上、これらの記号が使えなくなりました。 

  恐れ入りますが、アンダーバーをお使い頂くことをお奨めい
たします。 

  アンダーバーは【シフト】＋【ろ】で指定できます。 

990507 
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